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千
代　

社
長
、
お
帰
り
な
さ
い
！

藤
田　

千
代
ち
ゃ
ん
、
た
だ
い
ま
。
研
修

出
張
中
の
指
示
出
し
な
ど
、
あ
り
が
と
う

ね
。

千
代　

い
え
い
え
、
特
に
何
も
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン

ス
研
修
は
い
か
が
で
し
た
か
？

藤
田　

い
や
あ
、
充
実
し
た
研
修
だ
っ
た

よ
。
有
機
農
業
の
商
品
が
当
た
り
前
の
よ

う
に
市
場
に
並
ん
で
い
た
。
こ
だ
わ
り
が

強
い
消
費
者
が
多
い
か
ら
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
野
菜
だ
け
で
も
十
分
市
場
が
盛
り
上

が
っ
て
い
た
よ
。

千
代　

そ
う
な
ん
で
す
ね
。
日
本
で
は
な

か
な
か
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
が
市
民
権
を
得
ま

せ
ん
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
か
な
り
主
流
な

ん
で
す
ね
。

藤
田　

そ
う
だ
ね
。
有
機
栽
培
の
野
菜
が

当
た
り
前
に
消
費
者
が
購
入
で
き
る
大
き

な
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
流
通
形
態
が

あ
る
な
。「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
ア
マ
ッ
プ
）」
と

い
う
仕
組
み
が
あ
っ
て
、
消
費
者
と
地
域

の
生
産
者
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
組
ん
で
い

る
ん
だ
。
地
域
の
な
か
で
生
産
と
消
費
の

ニ
ー
ズ
が
一
致
す
る
か
ら
、
農
業
経
営
に

も
安
定
感
を
与
え
て
い
る
ん
だ
よ
。
し
か

も
、「
売
る
」「
買
う
」
と
い
う
一
方
通
行

な
関
係
性
で
は
な
く
て
、
忙
し
い
時
期
に

は
加
盟
す
る
消
費
者
に
畑
の
お
手
伝
い
に

来
て
も
ら
う
な
ど
、
お
互
い
が
理
解
を
深

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
日

本
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
い
ス
タ
イ
ル

だ
っ
た
な
あ
。

伝
法
院　

藤
田
社
長
！
お
帰
り
な
さ
い
。

フ
ラ
ン
ス
研
修
、
良
か
っ
た
み
た
い
で
す

ね
。
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
ど
う
で
し
た
か
。
こ
れ
か

ら
の
方
向
性
は
、
見
え
て
き
ま
し
た
か
。

藤
田　

は
い
。
こ
だ
わ
り
の
あ
る
消
費
者

の
方
々
と
直
接
つ
な
が
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
こ
と
が
、
弊
社
だ
け
で
な

く
、
こ
の
地
域
の
農
業
の
発
展
に
も
大
き

く
寄
与
す
る
と
確
信
を
持
て
ま
し
た
の

で
、
出
荷
団
体
は
現
状
の
小
売
店
へ
の
流

通
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
へ
の
直
接
流
通

に
重
点
を
置
き
ま
す
。

伝
法
院　

そ
う
で
す
か
、
重
要
な
発
見
が

消費者との
コミュニティづくり
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フ
ラ
ン
ス
で
の
研
修
か
ら
帰
国
し
た
藤

田
社
長
。
現
地
で
視
察
し
た「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

シ
ス
テ
ム
に
啓
発
さ
れ
た
よ
う
で
、
出
荷

団
体
の
活
動
に
も
活
用
で
き
な
い
か
と
思

う
と
こ
ろ
し
き
り
。
そ
こ
に
お
約
束
の
伝

法
院
先
生
登
場
。

今
回
の
キ
ャ
ス
ト

社
長

藤
田 

匠
、

社
労
士

伝
法
院 

千
里

あ
っ
た
ん
で
す
ね
。
最
近
で
は
、
日
本
で

も
民
間
の
出
荷
団
体
が
消
費
者
に
直
接
流

通
す
る
ケ
ー
ス
や
、
農
協
を
介
し
た
小
売

店
と
の
直
接
流
通
の
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
で
も
自
分
の
住
む
地
域
で
育
て

ら
れ
た
も
の
に
触
れ
る
機
会
や
、
生
産
者

と
直
接
の
知
り
合
い
に
な
る
機
会
を
生
み

出
す
と
い
う
段
階
に
は
ま
だ
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
地
域
の
農
業
を

発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
生
産
者
・
消
費

者
と
い
う
垣
根
を
越
え
て
、
お
互
い
に
関

心
を
抱
き
、理
解
し
あ
う「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

意
識
」
を
持
つ
仕
組
み
が
重
要
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

他
の
地
域
の
仕
組
み
、
文
化
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
組
織

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
化
し
て
い
く
と
い
う
動

き
は
、
農
業
界
だ
け
で
な
く
、
そ
の
他
の

業
界
で
も
目
指
す
方
向
性
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
発
展
を
目
指
し
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
農
業
経
営
者

と
し
て
、
農
作
物
の
品
質
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
複
雑
化
な
ど
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
藤

田
社
長
、
覚
悟
が
必
要
で
す
よ
。

今回の執筆者

小
お ぼ な い

保内 瞳
ひとみ

㈲人事・労務インターン／
お茶の水女子大学在学

大学1年時から、インターンを
通して地域づくりプロジェクトの
企画・運営に携わる。フラン
スの農村コミュニティの文化を
学ぶため、農家民泊制度を活
用し、現在フランス留学中。

社
員

西
園
寺 

千
代
、
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農業大国と言われるフランス。スーパーでもよく
オーガニックと称された野菜やその他の食品を見かけ
ます。しかし、生産者にとって収穫物を流通させるの
は簡単ではありません。手間がかかる、人手が必要、
売値が高くなってしまうなど、問題は多々あります。

そこでフランスでは、生産者・消費者ともにメリッ
トが生まれる AMAP というシステムが普及しつつあ
ります。その仕組みについて詳しく見てみましょう。

AMAP：Associations pour le Maintien d'une 
Agriculture Paysanne。直訳すると、農家の農業維
持のための協会。生産者と消費者が直接契約を結ぶこ
とで、双方にメリットが生まれるという仕組みです。
フランスでは 2001 年に初めて AMAP と名付けられ
ました。もともとはアメリカの CSA、そして日本の
TEIKEI からヒントを得ています。

現在フランスには 1,200 以上の AMAP が存在し
ます。生産者とその地域に住む消費者がコミュニケー
ションを大切にすることで、生産者から消費者への一
方通行の流通ではなく、共に暮らしを支え合うコミュ
ニティとして注目を集めています。

社会学者のクレール・ラミン氏は、AMAP の原則
を以下のように指摘しました。
１）�近隣農業を維持することを目的にした、消費者グ

ループと１人のローカルな生産者による相互の社
会参加

２）�環境と健康を尊重する実践（化学合成された農薬・
肥料を使用しない）

３）��各消費者と生産者の契約による、一定期間の事前
予約�購入

４）�リスクの共有（天候・病害）と収穫の共有（収穫
の多寡を問わない）

５）�季節ごとに消費者が農場を訪れる。毎週の配達時
には生産者から消費者が直接受け取る

６）�消費者グループは、会計などの事務処理、配達時
の農産物の仕分け、時には援農などの責務を負う

消費者は自分たちの住む地域の生産者に、前もって
6 カ月から 1 年分の代金を支払い、1 週間もしくは 2
週間ごとに収穫物を受け取りにいきます。生産者が安
定した収入を得ることができ、かつ受け取りに来てく
れることで、運送・梱包費用などのコスト削減にもな
るので、多くの加盟生産者の経営状況が改善されてき
ました。

畑が忙しい時期には、時間に余裕のある消費者がボ
ランティアで収穫などの農作業を手伝うというコミュ
ニティとしてのルールもあるので、生産者と消費者の
コミュニケーションも活発に起こり、信頼関係で結ば
れています。また、消費者が実際に生産者の畑で土に
触れることで、食の安全や農業への理解、関心は一層
深まります。ある一定期間悪天候が続き、たとえ収穫
がゼロだったとしても、消費者への払い戻しは一切な
いので、消費者も生産者とともに好天を祈り、畑の収
穫状況に従って献立を組む生活にリズムを変えること
で、自然と農業に対して親しみや関心をより一層抱く
ようになります。

実際に訪問した AMAP を活用している農業経営者
では、2 週間ごとに旬の果物のセットをつくり、消費
者に収穫物を取りに来てもらうだけでなく、1 時間程
度で届けられる場所には、生産者が配達をしていまし
た。AMAP によって、スーパーに出荷するのとは違い、
熟れた果物を安定して販売することができるように
なったといいます（スーパーからは、なるべく青いも
のを出してほしいという要望があり、反して彼らは食
べごろの果物を届けたい、と思っていたため、ギャッ
プが生じていた）。

また、消費者は生産者と直接知り合うことができる
ので、その生産物の育った環境や、生産者だからこそ
思いつくレシピを知ることもでき、食卓も豊かになり
ました。

▶ フランス「AMAP」の仕組みを農業経営に活かす ◀

▶共に暮らしを支え合うコミュニティ

▶生産者と消費者がリスクを共有

▶消費者と直接知り合う

■ AMAP のメリット
生　産　者 消　費　者

● �生産物を売りさばけ、消費者と定期的
な契約を結べる。

●� 運送や包装のコストを削減できる。
● �忙しいときには、消費者が無償で消費

者に畑仕事を手伝ってもらえる。
●� �出荷できないときにも払い戻しをしな

くて済む。

●� �野菜・肉（牛、豚、羊、ヤギ）・卵・はちみつ・パンなどから好きなものを注文できる。
料金は注文先生産者のセットごとに一定、旬や地域によって構成される内容は様々なの
で、対話を通して契約をする。

●� 収穫が優れないときには、数週間後もしくは収穫高が良いときにその分を補ってもらうことができる。
● �新鮮かつ地元のものを食べられ、季節の恩恵を十分に受けられる。
●� �週に一度配達場所や生産者の家で直接顔を合わせて話し合う時間を取ることで、農業や

環境に携わる仕事について理解を深め合える。


